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◎比例代表選挙開票結果

有効投票 無効投票
5,973 259

７月10日執行の第26回参議院議員通常選挙
の甘楽町での投開票結果をお知らせします。
　参議院議員群馬県選挙区選挙では、中曽根 
弘文さんが当選されました。

参院選 投票所で
投票

期日前
投票

不在者
投票 計

選挙区 2,720 3,479 34 6,233

比例代表 2,719 3,479 34 6,232

◎投票場所別投票数

投票日当日より投票日当日より
期日前投票が上回る期日前投票が上回る

投票率57.04％投票率57.04％　期日前投票が好調　期日前投票が好調

当日有権者数
（うち在外選挙人登録者数） 投票者数（投票率％） 未投票者・棄権者数

男 女 計 男 女 計 男 女 計
5,342 5,585 10,927 3,018 3,215 6,233 2,324 2,370 4,694
（３） （4） （7） （56.50）（57.56）（57.04）

◎投票者数（選挙区選挙）

◎候補者別得票数（左から届出順）

小島ただふみ にいくらてつろう 中曽根弘文 白井けいこ 高橋たもつ 有効投票 無効投票

138 232 4,270 911 400 5,951 282

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
投
開
票
結
果　
　

   

■
甘
楽
町
選
挙
管
理
委
員
会
☎
(74）
３
１
３
２

第４投票所（新屋小学校体育館）

■ 健康課保健係☎67-5159

感染症対策と熱中症予防のポイント
● 屋外で人との距離が２ｍ以上確保できるときは
マスクをはずしましょう。
●エアコンを使用しているときも換気をしましょう。

　近年熱中症で亡くなる人や救急搬送される人が
増えています。熱中症の危険性が非常に高いと予
想される日には「熱中症警戒アラート」が発表さ
れるので、熱中症対策の参考にしましょう。

熱中症に注意しましょう熱中症に注意しましょう
●外出はできるだけ控え、暑さを避けましょう。
● こまめな水分補給や涼しい服装など、普段以
上に「熱中症予防行動」を実践しましょう。
● 熱中症になりやすい高齢者、子ども、障害者
に予防行動を実践するよう声を掛けましょう。
●屋外での運動は原則中止・延期しましょう。
●暑さ指数（WBGT）を確認しましょう。

熱中症警戒アラートが発表されたときは…

※ 暑さ指数は「気温」「湿度」「輻
ふく

射熱」
からなる熱中症の危険性を示す５
段階の指標です。環境省「熱中症

　予防情報サイト」で確認できます→

9

不在者投票とは…
　長期出張や入院などで投票
所に行けない場合に、住所地
以外の市区町村や病院などで
投票ができる制度です。

町政の動き
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■ 追加接種（４回目）について

接種券付き予診票に記載してあります。予約開始日

対象者

３回目接種完了日 接種券付き予診票の発送日
　　　　～ ３月31日 ７月６日に発送しました

４月１日 ～ ８月５日（金）に発送予定
基礎疾患などを有し
町に申請した人

３回目接種日に応じて
順次発送しています

接種券付き
予診票の発送

日　時 場　所 使用ワクチン
８月27日（土）　午後１時30分～３時30分 町文化会館 ファイザー社

▶接種できる町内の医療機関
安藤医院 奥村クリニック 小幡医院

こがはらクリニック 篠原整形外科医院 原医院

３、４回目接種は「ファイザー社」または「モデルナ社」のワクチンを選べます。
１、２回目接種は「ファイザー社」、５～11歳は「小児用ファイザー社」を接種してください。

※富岡市、下仁田町の医療機関でも接種できます。
※お盆の期間（８月12日～17日）については、ワクチン接種を行わない日があります。
　各医療機関の接種日など詳細については、富岡市公式 LINE「空き状況の表示」で
　確認いただくか、相談・予約センターへお問い合わせください。

集団接種　４回目接種の人を対象に実施します

個別接種

新型コロナワクチン接種のお知らせ新型コロナワクチン接種のお知らせ
　　　　　　■ 問い合わせ　 健康課 新型コロナウイルス感染症予防対策室☎ 67-5159／FAX 67-7066

　　　　　　　 　〒370－2213　甘楽町大字白倉1395－1／ hoken@town.kanra.lg.jp   

３回目接種完了から５カ月が経過した以下の人
　①60歳以上の人➡申請は不要です。
　②18歳～59歳の基礎疾患を有する人、重症化リスクが高いと医師が認めた人
　　➡接種の努力義務対象外となっているため、希望する人は申請が必要です。
　　　詳しくは、町ホームページにてご確認ください。

↑町ホームページは
　こちら

●コロナワクチン接種相談・予約センター
  ☎ 0 1 2 0 - 5 0 0 - 6 6 2
　　 月～金曜日（祝日を除く）　午前９時～午後５時
   ●スマートフォン（LINE）
　　 「富岡市公式LINE（ライン）」を友だち登録してください。

※小児用ファイザー社は原医院のみ

■ 新型コロナワクチン接種の予約方法　　 接種券付き予診票をご用意ください

↑富岡市公式
　LINEはこちら

予約には
券番号が
必要だよ
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度　

保
険
証
を
更
新
し
ま
す　
　
　

  

■
健
康
課
国
保
係
☎
(67）
５
１
７
２

　

こ
れ
ま
で
医
療
機
関
で
支
払
う
医
療

費
の
自
己
負
担
割
合
は「
１
割
」と「
３

割
」の
２
区
分
で
し
た
が
、
令
和
４
年

10
月
１
日
か
ら
は「
１
割
」「
２
割
」「
３

割
」の
３
区
分
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
見
直
し
は
、
団
塊
の
世
代
が
75

歳
以
上
と
な
り
始
め
医
療
費
の
増
大
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
現
役
世
代
の

負
担
を
抑
え
る
た
め
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

９
月
30
日
ま
で
の
負
担
割
合
が
１
割

の
人
の
う
ち
、
一
定
以
上
の
所
得
が
あ

る
人
は
、
10
月
１
日
か
ら
負
担
割
合
が

「
２
割
」に
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
下
表

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

10
月
１
日
か
ら
の
３
年
間
、
2
割
負

担
と
な
る
人
に
つ
い
て
は
、
1
カ
月

の
外
来
医
療
の
窓
口
負
担
増
加
額
を

３
０
０
０
円
ま
で
に
抑
え
る
措
置
が
と

ら
れ
ま
す
。（
入
院
医
療
費
は
対
象
外
）

自
己
負
担
割
合
が
見
直
さ
れ
ま
す

後期高齢者医療被保険者証
●保険証の色：「だいだい色」
●負担割合：１割・２割・３割
●有効期間：
　10月１日～令和５年７月31日
●対象者 :
　75歳以上の人と65歳以上で
　一定の障害のある人

負担割合の見直しを行った
新しい保険証を郵送します
　有効期間が10月１日からの保険
証は、９月中に郵送します。
　７月に郵送した保険証（水色）は
負担割合が変更される前のもので、
有効期限は令和４年９月30日まで
となっています。

区　分 負担割合 条　件～９月 30日 10月１日～
現役並み所得者 ３割 ３割 住民税課税所得 145万円以上（変更なし）

一定以上の
所得のある人

（被保険者全体の
約２割の人が該当）

１割
２割

世帯内の後期高齢者医療の人の人数によっ
て条件が異なります。
【１人の場合】住民税課税所得28万円以上
145万円未満で年金収入＋その他の合計所
得金額が200万円以上
【２人以上の場合】住民税課税所得28万円
以上145万円未満で年金収入＋その他の合
計所得金額が320万円以上

一般所得者など １割 非課税世帯、上記以外の世帯

負
担
を
抑
え
る
措
置
が
あ
り
ま
す

●
株
式
会
社
ア
ス
カ（
高
崎
市
）

　

ア
ス
カ
教
育
基
金
へ
６
０
０
万

円
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

善
意
の
紹
介

善
意
に
深
く
感
謝
し
、

広
く
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
山
﨑　
恵
さ
ん（
天
引
）

　

雛
人
形
一
式（
七
段
飾
り
）を
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

茂原町長に寄付金を手渡す
（株）アスカの加藤秀明会長（右）

●
山
田
利
和
さ
ん（
福
島
）

　

町
図
書
館
の
蔵
書
と
し
て
、
児

童
書
34
冊
、
大
型
絵
本
２
冊（
10
万

円
相
当
）を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

町政の動き
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町
で
は「
生
涯
自
分
の
歯
で
暮
ら
す
」

こ
と
を
目
標
に
年
齢
に
応
じ
た
歯
科
口

腔
保
健
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
、
む
し
歯
や
歯
周
病
の

早
期
発
見
と
定
期
健
診
の
き
っ
か
け
づ

く
り
と
し
て「
お
と
な
の
歯
科
健
診
」を

実
施
し
ま
す
。

　

素
敵
な
笑
顔
の
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

①
20
歳
の
人（
平
成
14
年
4
月
2
日
〜

　

平
成
15
年
4
月
1
日
生
ま
れ
）

②
30
歳
の
人（
平
成
4
年
4
月
2
日
〜

　

平
成
5
年
4
月
1
日
生
ま
れ
）

※
対
象
者
に
は
受
診
票
を
送
付
し
て
あ

り
ま
す
。

8
月
1
日
〜
令
和
5
年
3
月
31
日

①
歯
や
歯
肉
の
状
態
チ
ェ
ッ
ク

②
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導

③
簡
単
な
ス
ケ
ー
リ
ン
グ（
歯
石
除
去
）

無
料（
8
８
0
０
円
相
当
の
健
診
）

※
健
診
の
結
果
、
治
療
な
ど
が
必
要
な

場
合
は
保
険
診
療
と
な
り
自
己
負
担

が
発
生
し
ま
す
。

公
益
社
団
法
人
富
岡
甘
楽
歯
科
医
師
会

協
力
歯
科
医
院（
22
カ
所
）

▼
健
診
の
内
容

学
校
歯
科
健
診
の
あ
と

　

お
口
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
か
？

▼
今
年
度
の
対
象
者

▼
費
用

▼
実
施
期
間

定期的に髪を
切るように、
定期的に歯科
健診も受けま
しょう

お
と
な
の
歯
科
健
診（
20
歳
・
30
歳
）を
始
め
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
健
康
課
保
健
係
☎
(67）
５
１
５
９

ふるさとづくり寄附金
創設時（2009年２月）からの累計額337,886,238円。７月13日入金確認まで掲載

⑦ 住民参加のまちづくりに関する事業
累計合計  1,452人　43,832,954円

※敬称略・公表希望の方のみ掲載しています。

●●● 善意に深く感謝し、広く皆さんにお知らせします ●●●

③   健康増進および福祉の向上に関する事業
累計合計  455人　29,793,976円

⑥  教育・文化・スポーツ活動の充実に関する事業
累計合計  520人　27,567,123円

氏　　　名 金　額
堀口育男（茨城県水戸市） 25,000円

① 歴史を生かしたまちづくりに関する事業
累計合計  625人　21,394,000円

氏　　　名 金　額
堀口育男（茨城県水戸市） 50,000円

② 自然環境の保全に関する事業
累計合計  884人　27,546,555円

氏　　　名 金　額
堀口育男（茨城県水戸市） 25,000円
長岡勝美（神奈川県川崎市） 100,000円

⑧ 若者の移住、定住、就業を応援する事業
累計合計  81人　1,821,000円

⑤ 産業の振興に関する事業
累計合計  373人　16,036,689円

④ 子育て支援に関する事業
累計合計  1,023人　23,861,400円

氏　　　名 金　額
長岡静江（神奈川県川崎市） 100,000円

⑨  その他目的達成のために町長が必要と認めた事業
（災害復興支援金含む）

累計合計  3,315人　146,032,541円
氏　　　名 金　額

（有）柄沢衣料品店（高崎市） 10,000円

▼
実
施
場
所
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友好記念

甘楽町×ハルビン市甘楽町×ハルビン市
友好交流 30周年記念友好交流 30周年記念

　甘楽町とハルビン市の友好交流は、2021年８月で 30年が経過しました。これ甘楽町とハルビン市の友好交流は、2021年８月で 30年が経過しました。これ
を記念して、今月号から５回にわたり友好都市ハルビン市についてご紹介します！を記念して、今月号から５回にわたり友好都市ハルビン市についてご紹介します！

■ 問い合わせ　企画課企画調整係☎ 74-3133■ 問い合わせ　企画課企画調整係☎ 74-3133

松花江
　ハルビン市の人々の
母なる川。夏は遊泳、
冬は凍結した氷上でス
ケートなどが楽しめ、
氷点下35℃ほどの厳
寒の中、寒中水泳大会
なども開催される。

聖ソフィア大聖堂
　ハルビン市を象徴す
るロシア建築。現在は
教会・聖堂としては使
用されず、ハルビン建
築芸術館として一般公
開されている。

太陽島
　松花江北岸に浮かぶ
有名な避暑地。島には
緑が多くロシア風建築
が彩りを添えて美しく、
レストランや飲み物販
売所などの設備も整っ
ている。

中央大街
　道里区の大通りで、
全長は1,450ｍに及ぶ。
ロシア風建築や中国式
古典建築、西欧建築な
どが残る景観は「東方
のパリ」と称され、多
くの人でにぎわう。

位置　中国最北端にある黒龍江省の省都
人口　約1,000万人
面積　約53,000km2

時差　日本より１時間遅い
言語　中国語（北京語）
特徴　 中国北東エリアの政治・経済・科学

技術・文化・教育などの中心地

ハルビン市  基本情報

中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中 国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国

黒黒黒黒黒黒黒黒黒黒黒黒黒黒黒黒黒黒黒黒黒黒黒黒黒黒黒黒黒黒黒黒黒黒黒黒黒黒黒黒瀧瀧瀧瀧瀧瀧瀧瀧瀧瀧瀧瀧瀧瀧瀧瀧瀧瀧瀧瀧瀧瀧瀧瀧瀧瀧瀧瀧瀧瀧瀧瀧瀧瀧瀧瀧瀧瀧瀧瀧瀧瀧瀧瀧瀧瀧瀧瀧瀧瀧瀧瀧瀧瀧瀧瀧瀧瀧瀧瀧瀧瀧瀧瀧江省

ハルビン市
★★★★★★★

ハルビン料理が提供されました

　ハルビン市との友好交流を記念して、７月15日の
学校給食でハルビン料理が提供されました。

給食を食べた

皆さんの声

（
春
雨
サ
ラ
ダ
）

ジ
ャ
ー
ジ
ャ
ン
涼
菜

杏
仁
フ
ル
ー
ツ

チャーハン ゴウバオロー
（豚肉の甘酢炒め）

vol.1vol.1

ゴウバオロー
の肉と野菜に
味がしっかり
絡まっていた

ジャージャン涼菜つるつるだった

チャーハンに細
かくいろいろな
具が入っていて
おいしかった
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昨
年
9
月
に
協
力
隊
員
に
着
任
し
て

約
10
カ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
私
は
、
神

奈
川
県
小
田
原
市
出
身
で
東
京
農
業
大

学
卒
業
後
に
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
と
し
て
デ

ビ
ュ
ー
し
、
着
任
前
ま
で
は
並
行
し
て

酪
農
業
に
従
事
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
日
々
の
中
、
第
１
次
産
業
で

独
立
し
生
業
と
し
て
生
活
し
て
い
き
た

い
と
漠
然
と
考
え
て
い
ま
し
た
。ま
た
、

自
給
自
足
的
な
暮
ら
し
、
農
的
な
暮
ら

し
に
も
憧
れ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
考

え
は
２
０
２
０
年
に
コ
ロ
ナ
禍
で
プ
ロ

レ
ス
の
試
合
が
ま
っ
た
く
な
く
な
っ
た

こ
と
で
強
く
な
り
、
実
現
に
向
け
い
ろ

い
ろ
と
調
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

甘
楽
町
に
は
、
以
前「
稲
含
山
」に
趣

味
の
登
山
で
訪
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
素

敵
な
地
域
と
い
う
こ
と
は
知
っ
て
い
ま

し
た
。
憧
れ
を
実
現
さ
せ
る
候
補
地
の

一
つ
で
あ
り
、
農
業
分
野
で
の
協
力
隊

の
募
集
を
見
つ
け
運
命
的
な
も
の
を
感

じ
、
す
ぐ
に
応
募
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
ト
ン
ト
ン
拍
子
に
話
が
進

み
、
数
カ
月
後
に
は
町
に
移
住
し
今
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　

元
々
、
農
業
分
野(

野
菜
作
り)

で

活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
自
分

の
要
望
を
取
り
入
れ
て
も
ら
い
、
農

業
研
修
と
並
行
し
養
蜂
家(

宇
佐
美
養

蜂)

の
下
で
の
研
修
、
鏑
川
東
部
森
林

組
合
で
の
研
修
、
狩
猟
免
許
の
取
得
、

有
害
鳥
獣
駆
除
の
勉
強
な
ど
を
経
験
し

て
き
ま
し
た
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
任
期
終
了
後

は
、
甘
楽
町
で
農
業
、
養
蜂
家
と
し
て

独
立
、
農
閑
期
は
自
伐
型
林
業
で
生
計

を
立
て
る
こ
と
を
目
標
に
、
現
在
奮
闘

中
で
す
。

　

最
後
に
、
自
分
を
受
け
入
れ
て
く
だ

さ
っ
た
町
の
皆
さ
ん
に
は
本
当
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。
甘
楽
町
で
プ
ロ
レ
ス
の

大
会
を
開
催
し
て
地
域
活
性
化
に
少
し

で
も
貢
献
で
き
た
ら
と
い
う
の
も
今
の

目
標
の
一
つ
で
す
。

地域おこし地域おこし
　  協力隊が行く　  協力隊が行く

「
農
業
・
養
蜂
家
、
そ
し
て
、

　

プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
と
し
て
地
域
貢
献
を
」

妻木洋夫 隊員

養蜂家を目指して研修中

「F
ふ う ま
UMA」として活躍する妻木さん

　

ロ
シ
ア
の
侵
攻
を
受
け
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
を
支
援
す
る
た
め
、
甘
楽

町
商
工
会
で
募
金
活
動
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

　

３
月
か
ら
５
月
ま
で
の
約
２
カ

月
間
で
27
万
円
が
集
ま
り
、
６
月

15
日
、
商
工
会
か
ら
甘
楽
町
社
会

福
祉
協
議
会
に
寄
付
金
を
届
け
ま

し
た
。

　

こ
の
寄
付
金
は
、
日
本
赤
十
字

社
を
通
じ
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人

道
支
援
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

左
か
ら
、
小
林
副
会
長
、
牛
木
社
会
福

祉
協
議
会
会
長
、
横
山
会
長
、
山
﨑
副

会
長 甘

楽
町
商
工
会

甘
楽
町
商
工
会
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サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の
収
益
金
で
整
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

■
総
務
課
行
政
係
☎

（74）
３
１
３
２

　

公
益
財
団
法
人
群
馬
県
市
町
村
振
興

協
会
で
は
、
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

の
収
益
金
で
、
町
内
会
や
自
治
会
な
ど

地
域
住
民
が
組
織
す
る
団
体（
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
組
織
）の
活
動
に
必
要
な
施
設

整
備
や
備
品
整
備
に
対
し
て
助
成
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

区
長
会
で
は
、
諸
行
事
を
継
続
・
充

実
さ
せ
る
た
め
、
毎
年
こ
の
助
成
を
受

け
、
行
事
関
連
お
よ
び
集
会
施
設
の
備

品
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
第
６
区
で「
エ
ア
コ
ン
」を

設
置
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
第
５
区

と
第
９
区
で「
行
政
区
掲
示
板
」、
第

９
区
と
第
12
区
で「
テ
ー
ブ
ル
・
イ
ス
」

と「
消
防
ホ
ー
ス
用
格
納
庫
」な
ど
を
設

置
・
購
入
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
収
益
金
は
身
近
な
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
発
展
に
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
宝
く
じ
を
お
買
い
求
め
に

な
る
時
は
、
群
馬
県
内
で
お
願
い
し
ま

す
。

格納庫に収まる消防ホースと筒先
（第12区）

魅
力
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

魅
力
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

◆ ８月５日（金）まで販売中 ◆

　この宝くじの収益金は市町村の明る
く住みよいまちづくりに使われます。
　道の駅甘楽（☎74-5445）でも販売
しています。ご利用ください。

金  婚  式  名  簿
　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

金金
婚婚

氏　名 夫
妻 地　区

新　井 重　治
栄　子 小　幡

小　野 隆　彦
昭　子 福　島

　結婚50周年（金婚式）
を迎えたご夫婦に慶祝状
と記念品を贈呈しました。
おめでとうございます。

　町では、結婚50周年（金婚）を迎え
るご夫婦を祝福しています。
　町内に引き続き５年以上お住まい
のご夫婦で、婚姻の届出後50年が
経過した日以後、いつでも申請する
ことができます。

■ 問い合わせ　福祉課福祉係☎67-5162

「大丈夫！」自己の過信が 事故招く「大丈夫！」自己の過信が 事故招く

夏の県民交通安全運動

　夏の県民交通安全運動が実施され、町内各地
で交通対策協議会、交通指導員、富岡警察署な
どの皆さんが交通安全・交通ルール・正しいマ
ナーの順守を呼び掛けました。

ルールを守って思いやり運転ルールを守って思いやり運転

役場前の県道に立ち注意喚起を行いました

町政の動き
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青少推

大
切
に　

家
族
で
過
ご
す　

こ
の
時
間　
　
　
　
　
（
新
屋
小
６
年　

堀
越
柚
葵
）

家
族
と
の　

会
話
で
広
が
る　

笑
顔
の
輪　
　
　
　
（
甘
楽
中
１
年　

市
場
し
ず
く
）

　

甘
楽
町
青
少
年
育
成
推
進
員
連
絡
協
議
会
が

令
和
３
年
度
に
募
集
し
た「
家
庭
の
日
」標
語
の
優

秀
賞
作
品
で
す
。（
学
年
は
３
年
度・敬
称
略
）

毎月
第１日曜日
家庭の日

災
害
備
蓄
品
の
寄
贈

  

■
産
業
課
商
工
観
光
係
☎

（64）
８
３
２
０

  

の
駅
甘
楽
か
ら　

三
大
パ
ー
ク
巡
り

　
「
道
の
駅
か
ん
ら
」を
運
営
す
る
甘
楽

町
都
市
農
村
交
流
協
会
は
７
月
11
日
、

『
連
携
に
向
け
た
”は
じ
め
の
一
歩“
交

歓
会
』を
開
き
、「
こ
ん
に
ゃ
く
パ
ー
ク
」

「
め
ん
た
い
パ
ー
ク
群
馬
」に
加
え
、
富

岡
市
の「
群
馬
サ
フ
ァ
リ
パ
ー
ク
」の
３

施
設
と
協
力
し
観
光
客
の
周
遊
を
促
進

す
る
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
完
成
し
た「
三
大
パ
ー

ク
巡
り
」パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
発
表
さ
れ
、

周
遊
手
段
や
情
報
発
信
な
ど
今
後
の
連

携
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

道
の
駅
設
置
者
で
あ
る
茂
原
町
長
は

「
道
の
駅
が
案
内
役
に
な
り
各
施
設
が

に
ぎ
わ
え
ば
、
そ
れ
が
町
全
体
に
波
及

す
る
。
甘
楽
富
岡
地
域
の
三
大
パ
ー
ク

か
ら
群
馬
の
三
大
パ
ー
ク
に
な
っ
て
も

ら
い
た
い
」と
話
し
、
同
協
会
の
三
木

理
事
長
は「
各
施
設
に
よ
っ
て
地
域
の

潜
在
能
力
は
高
ま
り
、
さ
ら
に
連
携
す

る
こ
と
で
地
域
を
元
気
に
し
て
い
き
た

い
」と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　

７
月
15
日
、
一
般
社
団
法
人
日
本
道

路
建
設
業
協
会
関
東
支
部（
杉
崎
匡
孝

支
部
長
）は
、
町
に「
発
動
発
電
機
」を

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
支
部
は
、
社
会
貢
献
活
動
の
一
環

と
し
て
地
域
防
災
拠
点
に
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
全
て
の
道
の
駅
に
災
害
時
な

ど
に
利
用
で
き
る
発
動
発
電
機
の
設
置

を
目
指
す
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
一
般
社
団
法
人
関
東
地
域
づ

く
り
協
会（
奥
野
晴
彦
理
事
長
）は
、
町

に「
防
災
倉
庫
」「
か
ん
た
ん
テ
ン
ト
３

式
」「
ス
タ
ッ
キ
ン
グ
ブ
ロ
ー
テ
ー
ブ
ル

６
台
」「
軽
量
ス
チ
ー
ル
折
り
た
た
み
イ

ス
６
脚
」を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

寄
贈
さ
れ
た
備
蓄
品
は
、
町
の
防
災

拠
点
と
し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
る

「
道
の
駅
甘
楽
」に
配
備
さ
れ
ま
す
。防災倉庫などを寄贈された奥野理事長（右）

こ
ん
に
ゃ
く
パ
ー
ク

め
ん
た
い
パ
ー
ク
群
馬

群
馬
サ
フ
ァ
リ
パ
ー
ク

道
の
駅
甘
楽

左から、鈴木事務局長、杉崎支部長、茂原町長、
三木都市農村交流協会理事長、青木国交省
関東地方整備局高崎河川国道事務所長

「はじめの一歩」としてパンフレットを発行

道道
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甘楽町環境保健協会長表彰甘楽町環境保健協会長表彰
●長岡 夫さん（造石） 

　造石法華経供養遺
跡の境内および周辺
の草刈りや清掃作業
に率先して取り組ま
れました。

　道路や河川の草刈
りやごみ拾い、分別
収集の分別指導など
に率先して取り組ま
れました。

●由田久明さん（金井）

vol.153

ごみはどのくらい出たのかな？

①燃やせるごみの排出量

2,196トン

③ 燃やせないごみの排出量

 105トン 1

②資源ごみの排出量

529トン

一般家庭ごみ（A） 1,914トン
定住自立圏協定に
よる粗大ごみ 11トン

事業系の直接搬入ごみ 262トン
甘楽PA直接搬入ごみ 9トン

新聞紙 134トン
本・雑誌 99トン
段ボール・紙パックなど 77トン
ペットボトル 27トン
プラスチック類 32トン
古着リサイクル 14トン
金属・缶類・びん類など 146トン

資源ごみとして日本容器包装
リサイクル協会や専門取扱業
者へ引き渡し、再商品化を行
っています。

環 境 保 健 協 会 か ら の お 知 ら せ
～ごみの資源化、分別収集にご協力いただきありがとうございます～～ごみの資源化、分別収集にご協力いただきありがとうございます～

町のごみ処理報告（令和３年度）町のごみ処理報告（令和３年度）

約409g

※ごみ袋１袋４㎏、5,085世帯、人口12,821人（R3.10.1現在の世帯・人口）で計算

一般家庭ごみ1,914トンって、どのくらいかな？

①燃やせるごみ（大）①燃やせるごみ（大）

年間年間
478,500袋478,500袋

② １世帯１週間当たりの
ごみの量

約1.80袋
（１年間では１世帯が
 約94.1袋を出しています）

③ １人１日当たりの
ごみの量

A

およそトイレットおよそトイレット
ペーパー１.3個分ペーパー１.3個分

vol.153

町政の動き

10広報かんら／2022.8.1



 環境保健協会の活動環境保健協会の活動
　環境保健支部長30人と区長会理事４人、
議員６人（総務文教常任委員会）で構成さ
れる町環境保健協会（吉井  誠会長）は、
町内全戸の皆さんが会員となり、運営費
として１世帯当たり500円の年会費をい
ただき活動しています。
　総会で承認された令和３年度決算と環
境美化・保全活動に貢献し表彰されたお
二人を紹介します。

令和３年度　町環境保健協会決算の概要
主な収入
　　会　費 3,976戸×500円＝1,988,000円
　　補助金（町リサイクル事業補助金など） 175,065円
主な支出
　　ごみ収集所環境対策費（各行政区へ） 685,000円
　　廃食用油回収事業奨励金（各行政区へ） 159,806円
　　コンポスト・水切容器購入者への補てん費 140,664円
　　各種看板代 251,845円
　　コンテナバッグ代 587,015円

環 境 保 健 協 会

ごみ処理費用はいくらかな？

ごみ処理の財源歳入 歳出 ごみ処理にかかった費用
指定ごみ袋の販売収入 焼却収集費用

埋め立て処理にかかる費用

環境対策費用

1,604万円

事業者からのごみ処理手数料
920万円

分別収集再商品化収入 463万円

町の一般財源から
１億3,397万円

合計　　　１億6,384万円

焼却委託（富岡市清掃センター）　１億168万円
（富岡市への焼却委託料は１トン当たり46,200円）
収集運搬委託　　　　　　　　　3,255万円
指定ごみ袋作成費など

処分場管理・光熱水費など　　　1,098万円
選別回収・埋立業務委託

分別収集などの補助金　　　　　　261万円

合計　　　１億6,384万円

１億4,207万円

1,916万円

261万円

総
額
の
87
％
を
占
め
ま
す784万円

818万円

皆さんのおかげで　1人１日当たりのごみ排出量皆さんのおかげで　1人１日当たりのごみ排出量

７ 年連続 県内最少 !!年連続 県内最少 !!
　令和２年度の県内の１人１日当たりのごみ排出量が公表され、
甘楽町は593㌘（前年度は595㌘）と県内で最も少なく、ごみのリ
サイクル率は19.1％（前年度は21.8％）で県内８位となりました。
　令和３年度のごみ処理費用は１億6,384万円と町民１人当たり
１万2,779円かかっており、皆さんのご負担により指定ごみ袋の
販売収入1,604万円をごみ処理費用に充てています。
　焼却ごみの量を減らし、分別・リサイクルに引き続きご協力
をお願いします。

■ 問い合わせ　住民課環境係☎64-8315

順位 市町村名 排出量（㌘）
１ 甘楽町 593

２ 下仁田町 768

３ 板倉町 771

４ 明和町 795

５ 南牧村 816

市町村別1人１日当たりの
排出量の状況（令和２年度）

広報かんら／2022.8.111



12

　

令
和
四
年
度
の
異
動
で
、
甘
楽
中
学
校
で
は
、
校
長
を
は
じ
め
、
十
二
人
の
新
し
い
先
生
が

加
わ
り
ま
し
た
。「
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
る
甘
楽
中
」
と
い
う
意
味
を
込
め
て
、
今
回
の
テ
ー

マ
と
し
ま
し
た
。

●
素
晴
ら
し
い
環
境
の
も
と
、
や
る
気

に
あ
ふ
れ
毎
日
明
る
く
気
持
ち
の
良

い
あ
い
さ
つ
を
し
て
く
れ
る
生
徒
に
、

私
も
全
力
で
頑
張
ら
ね
ば
と
気
持
ち

を
新
た
に
す
る
日
々
で
す
。

●
新
し
い
校
舎
と
素
敵
な
先
生
た
ち
、

　

元
気
に
明
る
い
あ
い
さ
つ
の
で
き
る

　

生
徒
た
ち
に
囲
ま
れ
、
ス
タ
ー
ト
し

　

た
四
月
で
し
た
。
一
緒
に
時
間
を
過

　

ご
せ
る
こ
と
に
感
謝
し
な
が
ら
頑
張

　

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
歴
史
あ
る
甘
楽
町
に
来
ら
れ
て
う
れ

　

し
く
思
い
ま
す
。
精
一
杯
頑
張
り
ま

　

す
。

●
甘
楽
中
に
は
共
同
事
務
室
が
あ
り
、

　

恵
ま
れ
た
環
境
で
仕
事
が
で
き
る
の

　

で
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
良

　

い
学
校
に
な
る
よ
う
、
教
育
環
境
整

　

備
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

●
素
晴
ら
し
い
環
境
の
甘
楽
中
に
来
る

　

こ
と
が
で
き
て
大
変
う
れ
し
く
思
い

　

ま
す
。
大
好
き
な
甘
楽
中
の
生
徒
の

　

た
め
に
一
生
懸
命
に
働
き
ま
す
。

●
甘
楽
中
の
生
徒
た
ち
の
パ
ワ
ー
と
笑

　

顔
に
負
け
な
い
ぐ
ら
い
、
私
も
笑
顔

　

を
心
掛
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
豊
か
な
自
然
と
温
か
い
地
域
の
人
々

　

に
囲
ま
れ
て
育
っ
た
、
明
る
く
元
気

　

で
素
直
な
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
過

　

ご
せ
る
と
思
う
と
、
胸
が
高
ま
り
ま

　

す
。
甘
楽
一
中
勤
務
当
時
か
ら
感
じ

　

て
い
た
変
わ
ら
ぬ
当
地
の
温
か
さ

　

を
、本
年
度
か
ら
は
味
わ
い
な
が
ら
、

　

甘
楽
中
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
微

　

力
で
は
あ
り
ま
す
が
力
を
注
ぐ
所
存

　

で
す
。

　

中
学
校
で
の
生
活
は
小
学
校
と
違
う

と
こ
ろ
は
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
が
、
今

ま
で
小
学
校
で
身
に
付
け
て
き
た
力
が

あ
れ
ば
大
丈
夫
で
す
。
あ
せ
ら
ず
に
一

歩
ず
つ
前
進
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

卒
業
ま
で
約
三
年
間
、
着
実
に
成
長
し

て
い
く
よ
う
甘
楽
中
全
職
員
で
励
ま
し
、

見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

二
年
生
は
、
長
い
人
生
の
中
で
も
大

き
な
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
得

る
と
て
も
大
切
な
時
期
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
友
人
関
係
・
進
路
・
学
習
・
部

活
動
に
つ
い
て
考
え
た
り
、
ま
た
思
春

期
と
も
重
な
り
、
急
激
な
体
や
心
の
成

長
に
伴
っ
て
、
多
く
の
課
題
が
生
じ
る

時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
目
標

を
持
っ
て
前
向
き
な
気
持
ち
で
頑
張
る

こ
と
で
、
大
き
く
自
分
の
力
を
伸
ば
せ

る
、
や
り
が
い
の
あ
る
時
期
で
も
あ
る

と
も
い
え
ま
す
。
こ
の
大
切
な
時
期
の

生
徒
た
ち
が
よ
り
大
き
く
成
長
で
き
る

よ
う
、学
年
担
当
教
員
一
丸
と
な
っ
て
、

精
一
杯
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

新
し
い
先
生
の

意
気
込
み
を
紹
介
し
ま
す

中学校生活がスタートした１年生

一
年
生
の

学
年
主
任
か
ら
一
言

二
年
生
の

学
年
主
任
か
ら
一
言

↑
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

　
　
　

こ
ち
ら
か
ら

甘
楽
中
学
校
の
取
り
組
み

新
生
、
甘
楽
中
学
校
（
令
和
四
年
度
）

甘楽中学校
校 長 井上高広
生 徒 310人
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言提

　
　

　

今
年
度
は
、
中
学
校
生
活
最
後
の
一

年
間
と
な
り
ま
す
。
大
切
な
こ
と
は
、

今
の
前
向
き
な
気
持
ち
を
ず
っ
と
持
ち

続
け
て
努
力
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
目

標
達
成
の
途
中
に
は
い
ろ
い
ろ
な
困
難

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

努
力
を
続
け
て
い
け
ば
わ
ず
か
で
も
必

ず
結
果
と
な
っ
て
現
れ
る
は
ず
で
す
。

「
大
海
の
水
も
一
滴
か
ら
」・・・
。
日
々

の
取
り
組
み
が
、
大
き
な
実
を
結
ぶ
一

年
と
な
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
ま
わ
り
の
人
に
笑
顔
を
向

け
、
相
手
の
気
持
ち
や
立
場
を
理
解
す

る
心
掛
け
も
大
切
に
し
、
お
互
い
が
支

え
合
い
、
高
め
合
え
る
学
年
を
創
り
上

げ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

次のステップに向け努力し突き進む３年生

　

四
月
よ
り
校
長
を
仰
せ
つ
か
り

ま
し
た
井
上
高
広
と
申
し
ま
す
。

改
め
て
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

本
校
に
赴
任
し
て
か
ら
、
数
カ

月
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。毎
日
、

明
る
い
笑
顔
で
、
あ
い
さ
つ
を
し

て
く
れ
る
子
ど
も
た
ち
に
元
気
を

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
素
直
な
子
ど

も
た
ち
、
協
力
し
て
く
だ
さ
る
保

護
者
、
地
域
の
方
々
に
出
逢
う
こ

と
が
で
き
て
、
本
当
に
う
れ
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
の
姿

か
ら
、
あ
る
故
事
成
語
を
思
い
出

し
ま
し
た
。「
桃
李
成
蹊
（
と
う
り

せ
い
け
い
）」
と
い
う
言
葉
で
す
。

　
「
桃
李
成
蹊
」
と
は
、
司
馬
遷
の

『
史
記
』
で
引
用
さ
れ
た
「
桃
李
不

言　

下
自
成
蹊
（
桃
李
も
の
い
は

ざ
れ
ど
も
、
下
お
の
づ
か
ら
蹊
〈
こ

み
ち
〉
を
成
す
。）」
か
ら
き
て
い

ま
す
。「
桃
や
李
（
す
も
も
）
は
何

も
言
わ
な
い
が
、
美
し
い
花
や
良

い
香
り
の
果
実
を
求
め
て
人
が
集

い
、
そ
の
樹
木
の
下
に
は
自
然
と

蹊
（
こ
み
ち
・
小
道
）
が
で
き
る
。」

と
い
う
故
事
で
す
。

　

桃
や
李
は
、
人
格
者
で
あ
る
こ

と
の
例
え
で
、
そ
の
よ
う
な
人
物

は
黙
っ
て
い
て
も
、
徳
を
求
め
て

人
々
が
集
ま
っ
て
く
る
と
い
う
意

味
も
あ
り
ま
す
。

　
「
明
る
い
笑
顔
で
元
気
よ
く
あ
い

さ
つ
が
で
き
る
。」「
人
の
言
う
こ
と

を
素
直
に
聴
く
こ
と
が
で
き
る
。」

こ
の
よ
う
な
魅
力
あ
る
子
ど
も
た

ち
と
と
も
に
、
よ
り
よ
い
学
校
経

営
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後

も
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「桃李成蹊」

甘楽中学校
　校長　井上高広

とうりせいけい

三
年
生
の

学
年
主
任
か
ら
一
言

人生のターニングポイントを迎えた２年生
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音楽の絵本
親子のためのクラシックコンサート

日  時   11月13日（日）
　　　 午後２時開演
　　　　（午後１時30分開場）
会  場　  甘楽町文化会館　全席指定
入場料 1,200円（当日券1,500円）
　　　　※ ３歳以上有料（３歳未満でも
　　　　　席が必要な場合は有料）

■ 問い合わせ　町文化会館☎74-7000
　 k-bunka@town.kanra.lg.jp

チケット発売開始

８月11日（木・祝）
友の会員：午前９時～／一般：午後１時～
電話予約：午後３時～

●● 甘楽町文化会館からのお知らせ ●●

　町内の空き家を有効活用し、移住・定住の促進や
地域の活性化を図るため「空き家バンク」制度を設
けています。空き家を「売りたい・貸したい」とい
う空き家所有者と、空き家を「買いたい・借りたい」
という移住・定住希望者を町が橋渡しします。
　今年度より、農家以外の人でも空き家と合わせて
登録された農地を取得または借りることができるよ
うになりました。
　町内に個人所有の空き家をお持ちで、売却または
賃貸を希望する人は、ぜひ「空き家バンク」へ登録し
てください。
　詳しくはお問い合わせください。

“空き家”の有効活用しませんか“空き家”の有効活用しませんか
「空き家バンク」登録物件を募集中

■ 問い合わせ　企画課企画調整係☎74-3133

空き家バンク
情報はこちら→

住宅を売りたい
（貸したい）

住宅を買いたい
（借りたい）
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親子でむし歯ゼロ　おめでとう
　（公社）富岡甘楽歯科医師会と町は、
６月の「歯と口の健康習慣」に合わせ、
令和３年度３歳児健診受診者80人の中
から、よい歯を保ち口腔状態が優良な
親子４組を表彰しました。
　この４組は、お子さんはもちろんお父
さんお母さんも定期的に歯科健診を受
け、むし歯が１本もありませんでした。
　むし歯のない歯は、かけがえのない
財産です。子どもたちにぜひプレゼン
トしましょう。

金
井　

駿
さ
ん
・

優
稀
斗
く
ん  

親
子

髙
井
朱
莉
さ
ん
・

陽
葵
ち
ゃ
ん  

親
子

田
村
明
美
さ
ん
・

麻
衣
ち
ゃ
ん  

親
子

吉
田
沙
登
美
さ
ん
・

芽
生
菜
ち
ゃ
ん  

親
子

３歳児健診でむし歯の
ないお子さんは76人
（95％）でした。

楽しい夏が始まりました　かんら保育園
　かんら保育園では７月12日、安全で楽しく水遊びをする
ために「プール遊びのお約束」と題して先生の寸劇が行われ
ました。「走らない」「準備運動をする」「飛び込まない」など大
切なことを伝え、園児たちは真剣に話を聞きました。
　寸劇の後は、年中児以下が見守る中、年長児40人がスイ
カ割りをしました。タオルで目隠しをしてもらい先生が手
作りした棒を持ち、スイカを目指してスタート。

総務課行政係　内線213・214

gyousei@town.kanra.lg.jp

身近な情報をお寄せください

総務課行政係　☎74-3132

gyousei@town.kanra.lg.jp

身近な情報をお寄せください

　まっすぐ進む子、なかなか次の一歩が出ない子、中には
左右に大きく進路を外れる子もいて、周りからは「みぎ！」
「ひだり！」「せーの！」と声援が上がりました。
　何人かがスイカをたたくとひびが入り、室内には甘い香
りが広がりました。スイカ割りを楽しんだ後はみんなでお
いしく食べました。

園児に扮した先生の演技に見入る園児

甘くて、おししいね
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華やかにおもてなし　コンテナガーデン
　町生活改善グループ連絡協議会（山﨑祥江会
長・はこべの会、天引婦人の家グループ、裏根グ
ループが所属）は６月23日、町内の施設に設置し
ているプランターの植え替え作業を行いました。
　今回は、ファリナセアや百日草、メランポジウム
などの花の苗を植え、楽山園番所前や道の駅甘楽
など町内外の人が多く訪れる９カ所に届けました。
　山﨑会長は「色とりどりの夏を感じてもらえる花
を集めました。多くの皆さんに楽しんでもらいたい」
と話されました。 生活改善グループの皆さん生活改善グループの皆さん

犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ
　「社会を明るくする運動」富岡甘楽推進委員会が７
月１日に役場を訪問し、内閣総理大臣からのメッセー
ジを富岡甘楽保護区保護司会の佐藤  明さん（小川）
が、群馬県更生保護女性会員からのメッセージを町
更生保護女性会の吉田ひろ子さん（上野）がそれぞ
れ読み上げ、メッセージ伝達を行いました。
　この運動は、犯罪や非行の防止と罪を犯した人た
ちの更生について理解を深め、それぞれの立場にお
いて力を合わせ、犯罪や非行のない明るい地域社会
を築くための全国的な運動で、今年で72回目を迎え
ます。メッセージを朗読する佐藤さん（中央）と参加者の皆さん

育てたジャガイモ、おいしく食べて　山﨑さん
　山﨑　隆さん（天引）が６月27日、「たく
さん収穫できたので食べてもらいたい」と、
町内の保育園やこども園、介護保険施設に
ジャガイモを寄贈されました。
　種類はキタアカリとメークインで、めぶ
きの森かんらでは「じゃがいももち」と「ポ
テトサラダ」に、かんら保育園では「ビシソ
ワーズ」と「ポテトフライ」にそれぞれ調理
され、園児は残さずおいしくいただきまし
た。

めぶきの森かんらの矢野園長に
ジャガイモを手渡す山﨑さん（右）

かんら保育園では、なめらかなジャ
ガイモのポタージュスープ「ビシソ
ワーズ」に。甘くて食べやすく、野
菜が苦手な子も完食できました。
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あうんの呼吸で演武を披露　空手道全国大会出場！
　甘楽中学校に通う松井翔汰さん（３年）、齊藤  凛さん（３
年）、松野志音さん（２年）が５月に開かれた群馬県中学校空
手道大会男子団体形の部で準優勝に輝きました。
　空手競技には、１対１で対戦する「組手」と相手がいること
を想定し、突き・蹴り・受けの攻防を組み合わせた演武を競
う「形」があります。「団体形」では、３人が息を合わせシンク
ロして演武を行い、立ち方・技・正確な呼吸法などの技術面
と、力強さ・スピード・バランスなどの競技面の評価基準を
もとに勝者が決まります。
　８月26～28日に鹿児島県薩摩川内市で行われる全国大会
へは、松井瑛汰さん（２年）を加えた４人で出場します。日々練習に励む甘楽中生

　甘楽町ソフトテニス連盟（外所淳也会長）は、友好都市である東
京都北区のソフトテニス連盟（髙川庚三会長）と合同で６月25・
26日、総合公園テニスコートで「第11回ジュニアソフトテニスア
カデミーin甘楽2022」を開きました。
　２日目の「ジュニア講習会」には町内外から約80人の子どもたち
が参加し、元全日本選手権大会優勝者の髙川経生さんや浅川陽介
さんなどから直接指導を受け、技術向上のポイントを学びました。

トップ選手の
  　　　技術を体感
  ～甘楽町・東京都北区
     ソフトテニスで交流～

参
加
者
で
集
合
写
真

　「第41回関東ブロックスポーツ少年団競技別交流大会」県予
選が６月26日、さわやか交流館（高崎市）で行われ、あすなろ
ジュニア（池田多春監督）が３年ぶりの優勝を果たし、７月30
日に行われる関東大会（神奈川県藤沢市）出場を決めました。
　６月12日の「第42回全日本バレーボール小学生大会」県予
選では惜しくも第３位となり全国大会出場は逃しました。
　植松 結希歩主将は「目標は全国大会出場だったので出場で
きないのは悔しいけれど、県大会を優勝し関東大会に出場す
るので、県代表としての誇りや応援してくれている関係者への
感謝の気持ちを持って頑張ってきます」と力強く話しました。

あすなろジュニア　県大会優勝！関東大会へ
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福島駐在所
佐藤貴寛さん

　

人
生
の
終
わ
り
の
た
め
の
活

動
を「
終
活
」と
い
い
、
世
の
中

に
浸
透
し
て
き
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
身
の
回
り
の
整

理
や
遺
産
相
続
の
計
画
、
葬
儀

や
お
墓
の
準
備
な
ど
人
生
の
総

括
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
人
生

の
終
わ
り
を
ど
の
よ
う
に
過
ご

し
た
い
か
を
元
気
な
状
態
の
と

き
か
ら
考
え
て
家
族
に
伝
え
て

お
く
こ
と
が
、
も
し
も
の
と
き

に
家
族
の
不
安
や
負
担
を
減
ら

す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
方

法
と
し
て
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー

ト
の
作
成
が
あ
り
ま
す
。

　
　

　

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
に
正

式
な
規
格
は
な
く
、
現
在
は
書

店
や
葬
儀
社
な
ど
で
手
に
入
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
内
容
は

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
や
健
康
状
態
、

自
分
史
や
家
系
図
、
年
金
や
預

貯
金
な
ど
の
経
済
状
況
、
葬
儀

や
お
墓
の
こ
と
な
ど
を
記
載
す

る
の
が
一
般
的
で
す
。

　

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
は

法
的
な
効
力
が
な
い
た
め
、

遺
産
相
続
な
ど
に
関
す
る
こ

と
は
、
別
に
公
証
役
場
な
ど

で
遺
言
書
を
作
成
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
遺
言
書
は
死

後
に
効
力
を
発
揮
す
る
た
め

生
前
に
関
す
る
希
望
は
記
載

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
は
医

療
や
介
護
の
希
望
な
ど
生
前

に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
記

載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

町
で
は
、
第
一
生
命
保
険
株

式
会
社
群
馬
支
社
と
共
同
で
エ

ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト「
大
切
な

方
へ
の
絆
ノ
ー
ト
」を
作
成
し
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

　

に
こ
に
こ
甘
楽
で
、
ま
た
要

望
が
あ
っ
た
団
体
に
出
向
き
、

「
書
き
方
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し

て
い
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
に
関
す

る
お
問
い
合
わ
せ
は
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
。

人
生
会
議
に
つ
い
て
⑤

■
福
祉
課
介
護
保
険
係
・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
(67）
５
１
８
２

今
知
り
た
い
！
介
護
保
険　
　
　
　
　
　
　

連載
№146

終
活
と
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

森平詔一さん（天引・93歳）
　　すみさん（92歳）

　詔一さんは短歌や郷土史研究
の集まりに今でも参加していま
す。すみさんは庭や畑の草木を
眺めるのが楽しみと話します。
　現在は、ミニデイサービスを
ご夫婦そろって利用されており、
今年、結婚70周年を迎えるお
しどり夫婦です。

　  健康長寿を目指す健康長寿を目指す
　    キラッとかんら　    キラッとかんら人人

びとびと 遺
言
書
と
の
違
い

楽
し
い
夏
に

　

す
る
た
め
に

泥
棒
に
注
意

　

夏
に
な
る
と
長
期
間
、
家
を

留
守
に
し
た
り
窓
を
開
け
た
ま

ま
出
掛
け
る
ご
家
庭
が
増
え
ま

す
。つ
ま
り
、夏
は
泥
棒
に
と
っ

て
侵
入
し
や
す
い
季
節
だ
と
い

え
ま
す
。

　

泥
棒
に
「
こ
の
家
に
今
は
誰

も
い
な
い
な
」「
こ
の
家
は
い

つ
も
窓
を
開
け
っ
ぱ
な
し
で
夜

寝
て
い
る
な
」
と
思
わ
れ
る
と

被
害
に
遭
う
危
険
性
が
上
が
り

ま
す
。

　

被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
次
の

こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

❶
夜
間
や
留
守
に
す
る
と
き
は

確
実
に
戸
締
り
を
行
う

❷
居
間
な
ど
の
照
明
を
タ
イ

マ
ー
で
つ
け
た
り
し
て
、
家

に
誰
か
い
る
よ
う
に
見
せ
る

❸
盗
ま
れ
て
困
る
物
は
家
の
中

に
し
ま
う

❹
自
転
車
や
バ
イ
ク
、
車
の
鍵

　

を
忘
れ
ず
に
か
け
る

　

交
通
事
故
に
注
意

　

夏
休
み
期
間
は
、
そ
の
土
地

に
不
慣
れ
な
車
両
が
増
え
た
り

自
転
車
に
乗
っ
て
出
掛
け
る
子

ど
も
が
増
え
ま
す
。
交
通
量
も

多
く
な
る
の
で
、
普
段
以
上
に

「
子
ど
も
が
飛
び
出
し
て
来
る

か
も
し
れ
な
い
」「
旅
行
中
で

も
気
を
緩
め
な
い
」
な
ど
の
意

識
を
持
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ち
ょ
っ
と
し
た
気
の
緩
み
が

大
き
な
事
故
に
つ
な
が
り
ま

す
。

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
と
は

「
絆
ノ
ー
ト
」を

活
用
し
て
く
だ
さ
い

安 全 運 転

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
↓
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世 帯 5,083
(＋７)

人 口 12,683
(△11)

男 6,277
(△３)

女 6,406
(△８)

転 入 23

転 出 20

出 生 ４

死 亡 18

６月30日現在
（前月末比）

NEW▶▶▶図書館に新しく入った本甘楽町図書館
開館　午前９時～午後７時
70-4660
rarakanra@town.kanra.lg.jp

▶平和祈念展示
　終戦記念日に合わせ、戦争を知り平和を願
い考えるきっかけとなるような体験記や資料
の展示・貸出を行います。今年は本土復帰50
周年を迎えた沖縄での戦いと歴史に焦点を当
て、世界平和を祈ります。

▶お知らせ
【８月の休館日】
　１日（月）、８日（月）、15日（月）、22日（月）、
　29日（月）
【蔵書点検・システム入替による臨時休館日】
　９月27日（火）～10月11日（火）

▶甘楽町“電子図書館”システムが
　はじまります！
　スマホ、タブレット、パソコンを使って24
時間365日いつでもどこでも電子書籍を借り
て読めるようになります。詳しくは、広報と
一緒にお配りするチラシをご覧ください。

▣ 開館20周年記念　『特別講演会』を開催しました！▣
　「甘楽町図書館ら・ら・かんら」は
平成14年７月１日の開館から20周
年を迎えました。
　これを記念し７月３日、群馬県立
女子大学文学部国文学科の新井小枝
子教授を講師にお迎えし「方言が紡
ぐ甘楽の文化」と題した講演会を開
催しました。
　甘楽に伝わる方言の具体的な使い方や言い回しを講師と参加者で会話を交わ
しながら確かめ合い、懐かしさと笑いに包まれたひとときとなりました。

　最後に、開館当初から司書として活躍された飯
島悦子さん（金井）・高麗正代さん（善慶寺）のトー
ク会を行いました。大震災や豪雪の時に大変だっ
たことや、子どもの頃利用していた子が大人にな
り親子２代で図書館を訪れてくれたことなどの感
動エピソードを話されました。

聴衆を魅了した新井先生の講演

高麗さん(左)と飯島さん

新
宿
花
園
裏
交
番

ナ
イ
ト
シ
フ
ト

香
納
諒
一
著
／

祥
伝
社

信
仰

村
田
沙
耶
香
著
／

文
藝
春
秋

日
本
ご
当
地
パ
ン

大
全

Plan Link 

構
成
・
編
集
／

辰
巳
出
版

ま
っ
ぷ
る
北
海
道
’23

昭
文
社

お
ば
け
の
か
わ
を

む
い
た
ら

た
な
か
ひ
か
る
著
／

文
響
社

夜
の
お
た
ん
じ
ょ
う

会
へ

き
た
に
よ
し
こ
作
・
絵
／

ニ
ジ
ノ
絵
本
屋

緊急事態宣言下の新宿で
若き２人の巡査が駆け巡る

信じることとは？世界中で人気
の著者による短編＆エッセイ集

まっぷるの最新
シリーズ日本のパン、大集合！

やさしくて不思議な夜のお話。
英語とイタリア語の翻訳付き

おもしろすぎて
「もういっかい！」

No imageNo image

No imageNo image

No imageNo image
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若
者
の
定
住
促
進
と
町
内
企
業
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、
町
内
に
定
住
ま
た

は
町
内
企
業
に
勤
務
す
る
人
の
奨
学
金

返
還
を
支
援
し
ま
す
。

対
象
者　

次
の
全
て
に
該
当
す
る
人　

▼
大
学
、
短
大
、
専
修
、
大
学
院
を
卒

業
し
、
日
本
学
生
支
援
機
構
か
ら
貸
与

さ
れ
た
奨
学
金
を
返
還
し
て
い
る
人

▼
町
内
に
住
所
を
有
し
、
ま
た
は
町
内

企
業
に
勤
務
す
る
人

▼
４
月
１
日
現
在
で
30
歳
未
満
の
人

※
公
務
員
を
除
き
ま
す
。

申
請
受
付
期
限　

９
月
30
日
㈮

※
助
成
金
額
な
ど
、
詳
細
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ　

企
画
課
企
画
調
整
係

☎
(74)
３
１
３
３

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て

所
得
税
申
告
書
等
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル

を
取
得
で
き
ま
す
。

・
税
務
署
に
足
を
運
ぶ
こ
と
な
く
申
請

か
ら
取
得
ま
で
手
続
き
で
き
ま
す
。

・
書
面
で
申
告
し
た
人
も
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ

イ
ル
で
取
得
で
き
、印
刷
も
可
能
で
す
。

・
手
数
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

対
象
年
分　

令
和
２
年
分
・
令
和
３
年

分（
令
和
５
年
５
月
１
日
以
降
は
、
令

和
４
年
分
が
追
加
さ
れ
ま
す
）

対
象
文
書　

所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別

所
得
税
確
定（
修
正
）申
告
書
、
青
色
申

告
決
算
書
お
よ
び
収
支
内
訳
書

申
請
方
法　

①
パ
ソ
コ
ン
ま
た
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
に
ロ
グ
イ
ン
し
、
閲
覧

申
請
デ
ー
タ
を
作
成
・
送
信
し
ま
す
。

②
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ッ
ク
ス

に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
が
配
信
さ
れ
た
後
、

閲
覧
・
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す
。

※
閲
覧
申
請
デ
ー
タ
の
送
信
お
よ
び
ｅ

‐
Ｔ
ａ
ｘ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ッ
ク
ス
の

確
認
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が

必
要
で
す
。　
　
　
　

問
い
合
わ
せ

富
岡
税
務
署　

☎
(63)
２
２
３
５

◎  

児
童
扶
養
手
当

受
給
資
格
者　

次
の
①
〜
⑨
の
支
給
要

件
に
該
当
す
る
18
歳
以
下
の
児
童
（
障

が
い
が
あ
る
場
合
は
20
歳
未
満
）
を
養

育
し
て
い
る
母
か
父
、
ま
た
は
父
母
に

代
わ
っ
て
養
育
し
て
い
る
人

※
支
給
期
間
は
、
児
童
が
18
歳
に
な
っ

た
年
度
の
末
日
ま
で
（
児
童
に
障
が
い

が
あ
る
場
合
は
20
歳
未
満
）と
な
り
ま
す
。

①
父
母
が
離
婚

②
父
ま
た
は
母
が
死
亡

③
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
が
い
者

④
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
不
明

⑤
父
ま
た
は
母
か
ら
１
年
以
上
遺
棄

⑥
父
ま
た
は
母
が
裁
判
所
か
ら
Ｄ
Ｖ
保

護
命
令
を
受
け
た
児
童

⑦
父
ま
た
は
母
が
１
年
以
上
拘
禁

⑧
未
婚
の
母
の
子

⑨
父
母
と
も
に
不
明
（
孤
児
な
ど
）

◎  

特
別
児
童
扶
養
手
当

受
給
資
格
者　

身
体
ま
た
は
精
神
に
あ

る
程
度
以
上
の
障
が
い
が
あ
る
児
童

（
20
歳
未
満
）
を
監
護
し
て
い
る
父
か

母
、
ま
た
は
養
育
し
て
い
る
人

〜  

共
通
事
項  

〜

▼
所
得
制
限
限
度
額
を
超
え
る
場
合
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

▼
児
童
が
障
が
い
を
事
由
と
す
る
公
的

年
金
を
受
給
で
き
る
場
合
や
児
童
福
祉

施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
場
合
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
支
給
要
件
を
満
た
し
て
い
て
受
給
し

て
い
な
い
人
は
、
福
祉
係
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

 

現
況
届
・
所
得
状
況
届
を
忘
れ
ず
に

　

す
で
に
受
給
し
て
い
る
人
は
、
毎
年

８
月
に
現
況
届
・
所
得
状
況
届
の
提
出

が
必
要
で
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

に
こ
に
こ
甘
楽

福
祉
課
福
祉
係　

☎
(67)
５
１
６
２

　

児
童
扶
養
手
当
Ｑ
Ｒ　
　
特
別
児
童
扶
養
手
当
Ｑ
Ｒ

No.1224おしらせ版
※  新型コロナウイルス感染症の状況により、掲載した
　  情報は変更または中止になることがあります。

         
         

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

甘
楽
町
奨
学
金
返
還
支
援
助
成
金

（
か
ん
ら
未
来
人
財
応
援
事
業
）

申
告
書
等
情
報
取
得
サ
ー
ビ
ス

の
ご
案
内

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童

扶
養
手
当
の
ご
案
内

こどもものづくり技能塾参加者募集
  溶接·木工·機械加工が体験できる！
日時   ８月６日㈯　10:00～15:30
場所   群馬県立高崎産業技術専門校　　   県ＨＰ
対象   小学５・６年生     ２４人
参加費　無料
申込期限　８月５日㈮　12 : 00　
問い合わせ
県労働政策課産業人材育成室
☎027 - 226 - 3412　　　　　　　   申し込みフォーム
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休
館
期
間　

８
月
22
日
㈪
〜
27
日
㈯

　

展
示
品
や
収
蔵
物
な
ど
の
史
料
を
害

虫
や
カ
ビ
類
な
ど
か
ら
守
る
た
め
、
薬

剤
燻
蒸（
く
ん
じ
ょ
う
）作
業
を
行
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
右
記
期
間
は
臨
時
休

館
と
な
り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

教
育
課
文
化
財
保
護
係

☎
(64)
８
３
２
４

　

生
活
に
困
窮
し
て
い
る
人
の
た
め

の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ（
町
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
、
生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
機

関
）で
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

就
労
や
経
済
上
の
問
題
で
お
困
り

の
人
は
、
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

８
月
24
日
㈬　

午
後
１
時
30

分
〜
４
時

※
事
前
予
約
制　

８
月
17
日
㈬
ま
で

に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　

当
日
受
付
も
可
能
で
す
が
、
お
待

ち
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

場
所　

に
こ
に
こ
甘
楽　

会
議
室

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

▼
甘
楽
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
(74)
５
７
０
０

▼
下
仁
田
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
(82)
５
４
９
１

一
定
の
条
件
を
満
た
す
と
国
の
助
成

の
対
象
と
な
り
ま
す
。
働
く
人
の
職
業

を
安
定
さ
せ
る
た
め
の
制
度
で
す
。

◎
人
材
開
発
支
援
助
成
金

（
人
へ
の
投
資
促
進
コ
ー
ス
）

　

デ
ジ
タ
ル
人
材
・
高
度
人
材
を
育

成
す
る
訓
練
、
労
働
者
が
自
発
的
に

行
う
訓
練
、
定
額
制
訓
練（
サ
ブ
ス

ク
リ
プ
シ
ョ
ン
型
）等
を
実
施
し
た

場
合
に
、
訓
練
経
費
や
訓
練
期
間
中

の
賃
金
の
一
部
を
助
成
す
る
コ
ー
ス

で
す
。

◎
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金

（
成
長
分
野
人
材
確
保
・
育
成
コ
ー
ス
）

　

高
年
齢
者
や
障
害
者
等
の
就
職
困

難
者
を
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
の
紹
介

に
よ
り
継
続
し
て
雇
用
す
る
労
働
者

と
し
て
雇
い
入
れ
、
デ
ジ
タ
ル
・
グ

リ
ー
ン
分
野
や
こ
れ
に
関
連
す
る
分

野
の
業
務
に
従
事
さ
せ
、
人
材
育
成

や
職
場
定
着
に
取
り
組
む
場
合
に
、

特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
の
他

の
コ
ー
ス
よ
り
高
額
な
助
成
金
を
支

給
す
る
コ
ー
ス
で
す
。

問
い
合
わ
せ

群
馬
労
働
局

職
業
対
策
課

☎
０
２
７
‐
２
１
０
‐
５
０
０
８

「
Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｉ（
お
ん
せ
い
）プ
ラ
ス
」

は
、
声
に
よ
る
認
知
機
能
チ
ェ
ッ
ク
や

血
圧
・
体
温
・
歩
数
な
ど
個
人
の
健
康

情
報
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
管
理
す
る

シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

メ
イ
ン
機
能
は
、
当
日
の
日
付
を
ガ

イ
ダ
ン
ス
に
合
わ
せ
声
で
回
答
す
る
と
、

認
知
機
能
の
状
態
を「
維
持
で
き
て
い

る
」「
変
化
が
み
ら
れ
る
」の
二
択
で
セ

ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま
す
。（
認
知
症
を

診
断
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

数
字
や
漢
字
を
使
っ
た
記
憶
の
体
操
な

ど
の
ゲ
ー
ム
機
能
も
装
備
し
て
い
ま
す
。

※
ア
プ
リ
の
利
用
料
は
無
料
で
す
が
、

通
信
費
用
は
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を
希
望
す

る
人
に
、
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
の
発
行

と
利
用
説
明
を
行
い
ま
す
。

対
象　

お
お
む
ね
40
歳
以
上
の
人

日
時　

毎
週
月
曜
日　

午
前
９
時
〜

午
後
３
時（
年
末
年
始
、
祝
日
を
除
く
）

場
所　

に
こ
に
こ
甘
楽
「
に
こ
に
こ
サ

ロ
ン
」

※
来
所
で
き
な
い
人
に
は
、
郵
送
ま
た

は
メ
ー
ル
で
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
発

行
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

に
こ
に
こ
甘
楽  

福
祉
課

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
(67)
５
１
８
２

　

精
神
科
医
が
ゆ
っ
く
り
と
話
を
聞
き
、

一
緒
に
考
え
ま
す
。

日
時　

９
月
１
日
㈭　

午
後
１
時
30
分

〜
３
時

場
所　

に
こ
に
こ
甘
楽

対
象

こ
こ
ろ
の
病
気
・
不
調
（
不

眠
・
不
安
な
ど
）
の
あ
る
人
や
そ
の
家
族

予
約
・
問
い
合
わ
せ

※
８
月
25
日
㈭
ま
で
に
左
記
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

に
こ
に
こ
甘
楽　

健
康
課
保
健
係

☎
(67)
５
１
５
９

群
馬
県
生
活
困
窮
者
自
立
相
談

支
援
事
業
「
生
活
・
就
労
相
談
会
」

甘楽町役場　　☎74 - 3131（代）　 FAX  74 - 5813（代）
にこにこ甘楽　☎67 - 7655（代）     FAX  67 - 7066（代）

歴
史
民
俗
資
料
館

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

雇
用
関
係
助
成
金
に
新
た
な

コ
ー
ス
が
創
設
さ
れ
ま
し
た

    
              

健　

康

健　

康

健
康
み
ま
も
り
ア
プ
リ
「
Ｏ
Ｎ

Ｓ
Ｅ
Ｉ
プ
ラ
ス
」
の
ご
案
内

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
（
予
約
制
）

広報かんら／2022.8.121



　

自
衛
隊
群
馬
地
方
協
力
本
部
で
は
令
和
５

年
度
採
用
の
自
衛
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎
一
般
曹
候
補
生

受
験
資
格　

18
歳
〜
33
歳
未
満
の
人

受
付
期
限　

９
月
５
日
㈪

一
次
試
験　

９
月
15
日
㈭
〜
18
日
㈰
の

い
ず
れ
か
１
日

◎
航
空
学
生

受
験
資
格　

18
歳
〜
23
歳
未
満
の
人

受
付
期
限　

９
月
８
日
㈭

一
次
試
験　

９
月
19
日
㈪
(祝)

◎
防
衛
大
学
校
学
生（
一
般
）

受
験
資
格　

18
歳
〜
21
歳
未
満
の
人

受
付
期
限　

10
月
26
日
㈬

一
次
試
験　

11
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰

◎
自
衛
官
候
補
生

受
験
資
格　

18
歳
〜
33
歳
未
満
の
人

受
付
期
間　

年
間
を
通
じ
て

試
験
日　

受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
高
崎
地
域
事
務
所

☎
０
２
７
‐
３
２
６
‐
１
７
６
１

開
催
日  

９
月
11
日
㈰ 

場
所　

ふ
れ
あ
い
の
丘
陸
上
競
技
場

参
加
費　

無
料

競
技
方
法　

２
ラ
ウ
ン
ド
制
：
１
ラ
ウ

ン
ド
８
ホ
ー
ル　

全
16
ホ
ー
ル

競
技
規
則　

日
本
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

協
会
制
定
の
競
技
規
則
を
準
用

※
一
部
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
あ
り

参
加
資
格　

町
内
在
住
・
在
勤
者

申
し
込
み
方
法　

８
月
24
日
㈬
ま
で
に

チ
ー
ム
ま
た
は
個
人
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ 

教
育
課
社
会
教
育
係　

☎
(64)
８
３
２
５

　

日
本
遺
族
会
は
厚
生
労
働
省
か
ら
補

助
を
受
け
、
先
の
大
戦
の
戦
没
者
遺
児

を
対
象
と
し
て
、
旧
戦
域
で
の
慰
霊
追

悼
と
、
現
地
の
住
民
と
の
友
好
親
善
を

図
る
事
業
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

な
お
、参
加
者
の
高
齢
化
を
考
慮
し
、

看
護
師
が
同
行
し
ま
す
。

参
加
費　

10
万
円
（
付
き
添
い
希
望
者

要
相
談
）

実
施
地
域　

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ト
ラ
ッ

ク
諸
島
ほ
か

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

日
本
遺
族
会

☎
０
３
‐
３
２
６
１
‐
５
５
２
１

期
日　

９
月
28
日
㈬

場
所　

小
幡
郷
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

時
間　

集
合
：
午
前
７
時
15
分

ス
タ
ー
ト
：
午
前
８
時　

Ｏ
Ｕ
Ｔ
・

Ｉ
Ｎ

参
加
費　

２
０
０
０
円（
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
含
む
、
返
金
不
可
）

プ
レ
ー
費　

７
０
０
０
円（
食
事
・

乗
用
カ
ー
ト
付
、
税
込
み
）個
人
払
い

競
技
方
法　

前
半
９
ホ
ー
ル
・
新
ペ

リ
ア
方
式

募
集
人
員　

30
組
１
２
０
人（
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

参
加
対
象　

会
員
・
従
業
員
お
よ
び

町
内
在
住
・
在
勤
者

主
催　

甘
楽
町
商
工
会

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

８
月
26
日
㈮
ま
で
に
参
加
費
を
添

え
て
、
甘
楽
町
商
工
会
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

☎
(74)
３
３
１
１　

(74)
６
４
２
２

　　

夏
休
み
期
間
中
も
随
時
開
催
し
て
い

ま
す
。
学
生
の
人
も
ぜ
ひ
見
学
に
い
ら

し
て
く
だ
さ
い
。

期
間　

随
時（
予
約
制
）

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
予
約
の
際
に
ご
希
望
の
時
間
を
お
伝

え
く
だ
さ
い
。

内
容　

校
内
見
学
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や

学
費
、
奨
学
金
制
度
の
説
明
な
ど

申
し
込
み
方
法　

８
月
15
日
㈪
・
16
日

㈫
を
除
く
、
月
〜
金
曜
日
の
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
の
間
に
電
話
で
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

会
場
・
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ

富
岡
准
看
護
学
校　

☎
(62)
０
２
８
４

おしらせ版

商
工
会
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
参
加
者
募
集

慰
霊
友
好
親
善
事
業

参
加
者
募
集

    
            

募　

集

募　

集

親
善
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

参
加
者
募
集
（
甘
楽
町
体
育
大
会
）

富
岡
准
看
護
学
校 

学
校
見
学

自
衛
官
採
用
試
験

    
         
     

試　

験

試　

験

群馬地方協力
本部HP

群馬地方協力
本部Twitter
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テ
ー
マ

▼
正
し
い
計
量
の
大
切
さ
を
呼
び
か
け

る
作
品　

▼
適
正
な
計
量
器
が
使
用
・
流
通
さ
れ

る
こ
と
を
促
す
作
品

入
賞
・
商
品　

入
選
２
作
品
（
図
書

カ
ー
ド
２
０
０
０
円
分
）

応
募
期
限　

８
月
31
日
㈬

応
募
規
定　

自
作
で
未
発
表
の
作
品

応
募
方
法　

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ

群
馬
県
計
量
検
定
所

☎
０
２
７
‐
２
６
３
‐
２
４
３
６

FAX
０
２
７
‐
２
６
３
‐
３
１
４
２

も
し
も
の
時
に
備
え
て
、
ご
自

身
の
思
い
や
希
望
を
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
に
書
き
残
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

８
月
22
日
㈪　

午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

場
所　

に
こ
に
こ
甘
楽

講
師　

第
一
生
命
株
式
会
社
群
馬
支

社
相
続
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

※
当
日
は
甘
楽
町
版
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト「
大
切
な
方
へ
の
絆
ノ
ー
ト
」

を
無
料
進
呈
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

に
こ
に
こ
甘
楽　

福
祉
課

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
(67)
５
１
８
２

日
程

９
月
２
日
㈮
〜
10
月
26
日
㈬
の
間
、

毎
週
２
回（
水
・
金
曜
日
）（
祝
日
除
く
）

時
間　

午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

富
岡
市
勤
労
者
会
館

講
義
内
容

▼
簿
記
会
計
（
26
時
間
）

▼
租
税
教
室
（
２
時
間
）

講
師　

一
般
社
団
法
人
Ｇ
Ｒ
Ｏ
Ｗ

受
講
料　

１
万
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

定
員

35
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
方
法

　

所
定
の
申
込
用
紙
に
よ
り
、
８
月
19

日
㈮
ま
で
に
富
岡
商
工
会
議
所
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

富
岡
商
工
会
議
所

☎
(62)
４
１
５
１

甘楽町役場　　☎74 - 3131（代）　 FAX  74 - 5813（代）
にこにこ甘楽　☎67 - 7655（代）     FAX  67 - 7066（代）

    
           

講
座
・
講
習

講
座
・
講
習

甘楽町役場　　☎74 - 3131（代）　 FAX  74 - 5813（代）
にこにこ甘楽　☎67 - 7655（代）     FAX  67 - 7066（代）

初
心
者
の
た
め
の

３
級
簿
記
講
座

かぶら文化講座     富岡・甘楽４市町村の教育委員会連携による講座を開催します。  

　　　　　　　　　　　　　
（１講座だけの参加もできます。）

（

対象者　18歳以上の人  /  定員　富岡市・甘楽郡全体で 70人（先着順）  /  受講料　無料  
申込期限　８月 26日㈮  /  申し込み・問い合わせ　町教育課社会教育係　☎ 64‐ 8325   

回 開催日時 学習内容 講　師 開催場所

１
9 月 21日（水）

午後１時 30 分～３時 15 分

〈開講式〉
秋蚕飼育を推進させた尾高惇忠の
葛藤と春秋館（荒船風穴）を建造
した庭屋静太郎の思惑

下仁田町歴史館  

館長

秋池　武 氏
下仁田町文化ホール

２
9 月 27 日（火）

午後１時 30 分～３時
南牧の秋を詠む

上毛新聞ジュニア俳壇選者

俳人

鈴木 伸一 氏
南牧村活性化センター

３
10 月12 日（水）

午後１時 30 分～３時

加賀のお国染から加賀友禅へ、
その魅力とツボ

加賀染織保存会

代表

花岡 央至 氏
富岡市生涯学習センター

４
10 月 26 日（水）

午後１時 30 分～３時

富岡・甘楽地域の古代水田
－富岡の用水系統と甘楽条里－

元群馬県埋蔵文化財調査

事業団　調査課長

坂口　一 氏
甘楽町文化会館

５
11月 2 日（水）

午後１時 30 分～３時 15 分

富岡市社会教育館
（旧東國敬神道場）の歴史
〈閉講式〉

富岡市社会教育館

館長

山内 久志 氏
富岡市社会教育館

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

書
き
方
セ
ミ
ナ
ー
（
無
料
）

水の日　８月１日㈪　　　水の週間　８月１日㈪～７日㈰水の日　８月１日㈪　　　水の週間　８月１日㈪～７日㈰

群
馬
県
計
量
啓
発
標
語
の

募
集
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山本　彩
あおい

葵 ちゃん（０歳９カ月・令和３年10月21日生まれ）

　山本貴文さん・舞子さんのお子さん（小川）

広　告

麦茶とうちわが大好きで、 うちわを渡すと手足を
ピーンと伸ばして喜んで遊んでいます。おやすみ前
に絵本を読むことが日課で、 ページをめくれるよう
になりました。
　あおちゃんの笑顔でパパとママは癒されます。これからも
とびきりの笑顔をたくさん見せてね♥
　生まれてきてくれて、ありがとう♥
　喋れるようになったらいっぱいお話ししようね♥
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